
１　重要な会計方針

　(1)有価証券の評価基準及び評価方法

　　満期保有目的の国債：取得額を計上している。

　(2)固定資産の減価償却の方法

　　車両運搬具、什器備品、機械装置の減価償却の方法は定額法によっている。

　(3)引当金の計上基準

　　退職給与引当金：当期退職給与金額に相当する金額を計上している。

　　減価償却引当金：車両運搬具等の固定資産の減価償却費相当額を計上している。

　(4)消費税等の会計処理は税込方式によっている。

２　会計方針の変更

　なし

３　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　基本財産有価証券 299,979,862 0 0 299,979,862

　基本財産引当資産 20,138 0 0 20,138

　小計 300,000,000 0 0 300,000,000

特定資産

　退職給付引当資産 8,794,951 0 0 8,794,951

　減価償却引当資産 11,962,942 61,471 0 12,024,413

　小計 20,757,893 61,471 0 20,819,364

合計 320,757,893 61,471 0 320,819,364

４　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

（単位：円）

基本財産

　基本財産有価証券 299,979,862 299,979,862 0 -

　基本財産引当資産 20,138 20,138 0 -

　小計 300,000,000 300,000,000 0 -

特定資産

　退職給付引当資産 8,794,951 0 8,794,951 8,794,951

　減価償却引当資産 11,962,942 0 11,962,942 0

　小計 20,757,893 0 20,757,893 8,794,951

合計 320,757,893 300,000,000 20,757,893 8,794,951

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

（単位：円）

科目 帳簿価格 時価 評価損益

利付国債10年　第273回 299,979,862 306,248,400 6,268,538

合計 299,979,862 306,248,400 6,268,538

財務諸表に対する注記

平成26年3月31日現在

科目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）



６　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

その他の固定資産

車両運搬具 8,721,848 8,661,685 60,163

什器備品 938,700 938,698 2

機械装置 2,499,000 2,424,030 74,970

合計 12,159,548 12,024,413 135,135

７　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

（単位：円）

金額

4,500,000

4,500,000合計

基本財産受取利息　一般正味財産へ振替

経常収益への振替額

内　　　　　容


